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内部空間は、6層を基本として、そこからスラブを抜くことで多様な天井高を持つ空間を作り出す。

□ランドマークタワーからの見下ろし□エントランス風景 □敷地東側ブリッジからの眺め□スラブの上のギャラリー
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アーティストやクリエイターはスタジオでアート作品を制作する。スタジオのボリューム同士はスラブでつながれている。そのスラブの上を、作った作

品を展示するためのギャラリーとして使用する。できた作品の中から横浜市がキュレーター的な役割を行い、いい作品を厳選する。選ばれた作品は展示、

販売、もしくは俳優やミュージシャンだったら舞台やコンサートが開催される。

そこでさらに一般のアーティストやクリエイター、さらには企業などの目に留まればそこからまた新しいプロジェクトが始まるかもしれない。横浜市の

選者の目に留まらなかったアーティストやクリエイターはまた新しいものを作り出す。 外部空間には一般の人も自由に入れるので、そこでもアーティス

トやクリエイター、さらには一般の人も交流し、新たなコラボレーションが生まれるかもしれない。

写真左

□マラソンスタート直後の風景

人々が自然に作り出す人同士の

間隔にも似たものが見られる。

写真右

□フィボナッチ数列が表れる自

然界の現象例

　・ヒマワリのタネの配列

　・葉序（植物の葉のつき方）

　・蜜蜂の家系　･･･etc

□設計手法

「偶然性」から抽出した、自然・ゆらぎ・多中心性の３つのテーマを設計に組み込む。

　　・45の同規模のボリュームを自然界に存在するフィボナッチ数列を用いて間隔をつける。

　　・乱数から「ゆらぎ」の曲線を作成し、その曲線を敷地内に平面的に配置し、

　　・ボリュームをゆらぎ曲線に沿わして平面的に回転させばらつかせる。

　　・ばらつかせたボリュームをスラブでつなぎボリューム間に関係を持たせる。

　　・各棟をつなぐスラブにも同じ「ゆらぎ」曲線を用いて傾きをつけた開口部を設け、

　　   自己相似的な表現を用いる。

　　・できたものは「多中心性」を示すものになる。

ボリューム同士の間隔が短いものは集合して発信の場とし、間隔の広いものをアートスタジオとする。また、スタジ

オ棟群の中に一般の人がアートに触れる場としての宿泊施設を設ける。

敷地西側上方からの見下ろし。「偶然性」とはその要素同士に全くの相関関係がないことである。そのため「偶然性」は無数の情報を持つといえる。「偶然性」から抽出した要素によって設計されたこの空間は、無数の情報をもつため後天性を許容

し、よりクリエイティブな空間となる。そこをアーティストやクリエイターが使う。作品を作り、展示する。そこには他のアーティストや観光客などの一般の人も訪れる。アーティスト同士のコミュニケーション、アーティストと一般の人とのコミュニケ

ーション、またアートと人とのコミュニケーション、さらにはアート同士のコミュニケーション。

横浜市は、開港 150 周年に関するプロジェクトの中の「市民力・地域力発揮プロジェクト」で、スポーツや音楽、そしてアートに力を入れている。その中でもアートに

関する施設として、市が運営・管理するアーティストコンプレックスを提案する。多種のスタジオとそこで作った作品の発信の場を設計した。スタジオを利用するアーティ

ストは、絵を描く画家のようないわゆるアーティストだけでなく、ミュージシャンや俳優など「表現する」ことを生業としている人たちを対象とする。アーティストは

スタジオでアート作品を作り、そこを管理する横浜市がその作品の中から厳選し、美術館的に展示・販売または発表する。また一般の人がアートにふれる場として同じ

敷地内に宿泊施設を配し、アートパークの要素を含んだ敷地計画を提案する。アートへの観光客を含めた一般の人の参加、アーティスト同士の交流、そしてそこらから

新しいアートが生まれることを期待する。

敷地に対するボリュームの疎密 敷地に対する植栽の疎密

敷地の植栽は、ボリュームの間隔が広くなるにつれて増えるので、植

栽の疎密は建物の疎密とは逆のグラデーションで表すことができる。

外壁は鉄板コンクリート構造を使用。最高 8.5ｍ四方の空間を

壁厚 300ｍｍの鉄板コンクリート構造と、ボイドスラブの使用

で作り出す。

□ランダムの面白さ
『ニューヨーカー』誌で音楽評論を担当するアレックス・ロス氏は、iPod などについて

いる曲のランダムなシャッフル再生機能の楽しさを「私は未来を見た。その未来とはシ

ャッフルだ！」と熱狂的に書いている。アルバムを最初から最後まで通して再生すると

いった、古臭くて堅苦しい聞き方をやめて、再生する曲を音楽プレイヤーに無造作に再

生させることが人気を集めている。そうすることで思いがけない組み合わせの曲が前後

して再生され、それが往々にして面白い効果を生むのだという。

もともとは CDプレイヤーの機能として普及したものだが、ＣＤ時代には、曲をシャッフ

ルするといっても普通は 1枚のアルバム内に限られていた。ランダムな選曲は何万曲に

も及ぶ楽曲ライブラリーという膨大な音楽コレクションを伴ったとき、その真価を発揮

する。モノが溢れかえり、何においても多様化が進み選択肢が膨大にある現代社会では、

「ランダムな選曲」という「偶然性」の機能性や面白さが必要なのではないかと思える。

□自然界の「偶然」の瞬間
あらゆるものが他のものと互いに作用し合う中で形成された景観には、緻密な秩序があり、

予測できない変化が常に起きている。「偶然」の瞬間は多様な周辺自然環境の要因から決ま

っているとした。

周辺環境からある要素を取り出し、敷地内でそれらをぶつけると、それらは互いに作用し

合う中で形成される。そこでできた景観には緻密な秩序があり、予測できない「偶然」が

常に起きている。

上の 2枚の写真はジョン・ブリッグスが写した自然界のある風景である。1枚目の写真は落

ち葉の写真で 2枚目の写真は倒れた木が風化した風景である。木や落ち葉が「偶然」そこに

あり、それらの上にまた違う落ち葉が重なり合ったり、その下を水が流れたり、時間が経つ

につれて互いの作用の関係が変化し「偶然」が常に起こっている。この 2枚の写真はその断

面である一瞬を写したものである。

□「偶然性」の位置づけ
　カントは『純粋理性批判』において「必然性」を「偶然性」の対立概念と位置付けている。

「必然性」とは必ずそうであること、つまり否定不可能であることである。「偶然性」はそれ

の否定形なので、必ずそうであるとは限らないこと、つまり肯定不可能であることである。

　またフランス人科学者アンリ・ポアンカレは、極めて小さい原因が無視できないほど大き

な効果を生むことを「偶然」だとした。このことから「偶然性」は初期条件への強い依存性

を持っていることがわかる。またこの効果は後に気象学者エドワード・ローレンツによって

「バタフライ効果」と名づけられた。

ダニエル・リベスキンド．

《Ｖ＆Ａスパイラル》の壁面パターン

阿部仁史．

《しらさぎ橋》

坂牛卓．

《連窓の家 ♯2》

藤本壮介．

《情緒障害児短期治療施設生活棟》

□フラクタル造形建築における「偶然性」
　造形的な「偶然性」の表現方法として、ゆらぎとフラクタルを挙げることができる。

ゆらぎとは不規則さ、あるいは規則的な部分にプラスされる予測のできない微妙なズレ

のことを指す。つまりゆらぎはその動きに「偶然」の要素を含んでいるといえる。ゆら

ぎを持つ風や川の流れを心地よいと感じることから、ゆらぎを持つ建築もその建築を体

験する人にも心地よさを与えるのではないかと考える。ゆらぎを建築的に表現した作品

として阿部仁史の《苓北町民ホール》がある。このゆらいでいるファサードは何かの動

きが凍結させられた瞬間に見える。この造形は「バタフライ効果」を建築造形的に表現

しているともいえる。

　自然界で常に起きている偶発的な出来事は複雑なものが絡み合って形成されている。

それら不定形で「偶然的」な形態はフラクタル理論を用いることで定量的に測れる。つ

まりフラクタル模様は「偶然性」の要素を含んでいるといえる。フラクタルを用いた建

築作品としてダニエル・リベスキンドの計画案《V＆Aスパイラル》の壁面デザインを

挙げることができる。フラクタル造形の建築も多中心性により見る人の視点の動きを誘

発する。このことは「偶然性」を用いた表現は見るものの視線の変化を誘発すると言い

換えることができる。

□建築家が述べる「偶然性」
「偶然性」を建築に用いている建築家として阿部仁史、坂牛卓、藤本壮介を挙げることができ

る。彼らはいくつかの周辺環境の要素を用いて「偶然性」を瞬間的に捉えて表現していると

いえる。その「偶然」の瞬間は、構造計画やその建築を利用する人々、窓の外の風景、また

その建築に法的に必要なものやその建築の機能から抽出するなど、多様な諸要素から決定さ

れている。

阿部仁史は《しらさぎ橋》の設計で、「偶然」の動きの瞬間の決定方法としてその建築に必要

な街灯や手すりの高さなどを用いている。

坂牛卓は自身の窓論の中で、窓にはそこに入り込む景色が常に期待したものを超えた驚きが

あるとして、「偶然性」の瞬間的な瑞々しさを見出している。

藤本壮介は《情緒障害児短期治療施設生活棟》の設計において、そこに入る機能に対して同

じ大きさの箱を微妙に動かすことで多中心性を表し「偶然性」を表現している。
　

□小結
以上より「偶然性」の概念から、多中心性、ゆらぎ、自然の 3つのテーマを抽出することが

できた。これらを設計手法に適用させることで「偶然性」を表現する。

□ Introduction
　現代建築の基礎となったモダニズム建築は、目的に適合することを基礎とした計画性

の高い建築である。これに対しモダニズム以降ではベルナール・チュミが「形態は利用

や社会条件に従う」という関係を拒否することでモダニズム建築を否定した。またモダ

ニズムの計画概念に対立する「偶然性」の概念がポストモダニズム以降のものの考え方

で再評価されている。しかしその表現方法は表層的な使用に留まっているように思える。

　そこで本設計では空間を構成する設計手法の段階で「偶然性」を空間構成的に適用さ

せることで、空間に新しい流れを生み出し、計画的に作られている空間構成に変化を与

えることを目的とする。

Yokohama Artist Complex
-「偶然性」を秩序として扱う設計手法の提案-

フィボナッチ数列を用いて間隔をつける。

ゆらぎ曲線に沿わせてボリュームに平面的な傾きをつける。

各ボリュームに関係性を持たせるためスラブでつなぐ

外のスラブの重なりは偶然の落ち葉の重なりを表す。

スラブ上もゆらぎ曲線に沿わせて開口部を開ける。

敷地東側道路から見た連続立面。ウォーターフロントの景観を壊さないように周辺建物に建物高さを合わせた設計。

海側から見た図。外部空間では、様々なアーティストたちが様々なパフォーマンスやイベントを繰り広げる。
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1F Plan 1/600

  1.  STADIO
  2.  COTTAGE
  3.  SHOP
  4.  ADMINISTRATION
  5.  LOUNGE
  6.  WORKSHOP SPACE
  7.  ENTRANCE HALL
  8.  LARGE HALL
  9.  CAFE
10.  REHEARSAL ROOM
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Yokohama Artist Com
plex

～「偶然性」を秩序と
して扱う設計手法の提

案～


